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る傍観者としての立場を意味している。一方、ガーデナーとルイス（Gardner & Lewis 
1996）は、関与しないことが唯一の答えではないと述べ、人類学者が用いる方法論や
洞察力を活用して、開発言説に立ち向かうことを主張した。また、ストラザーンとスチ




























 北タイ（図 1 の赤で囲まれたエリア）にはもともと、チェンマイを中心としてラーン
ナーと呼ばれる王朝が存在し、中央タイとは異なるもうひとつのタイ文化圏を築いてい
































たな局面を迎えることになる。1987 年に始まった「第 6 次経済社会開発計画」（National 



































2012 年 2 月には、学校調査に必要な受け入れ学校を探すため、プレー県内の主要な
















































































































本稿は第 1 章・第 2 章・第 3 章から第 4 章・第 5 章から第 6 章・終章という 5 部か
ら構成される。第 1 章で、本稿の主題である文化遺産から地域共働について論じる理由
を明らかにし、第 2 章は国民文化としての文化遺産、第 3 章から第 4 章にかけて地域



















































第 1 章 文化遺産という問題‐概念・価値・伝達戦略‐ 
 
 

















































































うか」を指す。当初、真正性は 1964 年に採択されたヴェニス憲章（The Venice Charter）
に基づき、創建以来からの材料が置き換わっておらず、装飾や内装など当時の状態で保





良で専門家会議を開催し、「真正性に関する奈良ドキュメント（The Nara Document on 
Authenticity）」（以下、奈良ドキュメント）が採択された。奈良ドキュメントでは、
価値におけるすべての評価は、遺産が帰属する文化の文脈の中で考慮されなければなら






性(Feeling)」、⑦「その他内外的要因(Other internal and external factors)」（UNESCO 






























































































準である「顕著な価値」（手引き第 21 条; UNESCO 1997）が適用されていた。「無形文
化遺産の保護に関する条約」（以下、無形遺産条約）は 2003 年の第 32 回ユネスコ総会
において採択され、締結国が 30 カ国に達した 2006 年に発効した。それを機に「人類
の口承及び無形遺産に関する傑作」は 2008 年に策定された作業指針に基づき「無形文





















3-1 SPAFA における文化遺産の価値 







った。SEAMEO は 1971 年に SPAFA の前身となる「考古学・芸術のための応用研究
センター（略称: ARCAFA）」を立ち上げ、域内の考古学遺産の保存を目的とした活動
が行われた。センターは、インドシナ半島における政情変化により、1977 年に閉鎖と
なったが、ARCAFA の活動を引き継ぐ形で翌年の 1978 年にインドネシア、フィリピ
ン、タイの 3 カ国が参加した「考古学・芸術プロジェクト」が開始された。1981 年に






































体主導型プログラムはユネスコのプロジェクトから 2 年後の 2004 年から 2010 年まで
行われた。 
 


























































































































































































書「私たちの共通の未来（Our Common Future）」である（矢口 2010）。その後、1992
年の国連環境開発会議で採択された行動計画アジェンダ 21 第 36 章では、持続可能な
開発を推進する上で教育が重要な役割を果たすことが確認され、2002 年に開催された
持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サミット）にて「持続可能な
開発のための教育の 10 年」が実施計画に盛り込まれることとなった（Michelsen & 






















2015 年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
では、目標 4（SDG 4）に教育目標として、すべての人に包摂的かつ公正で質の高い教
育を確保し、生涯学習の機会を促進することが明記された（UNESCO 2017）。さらに、









































第 2 章 「タイ文化」の創出とその行方 
 
 














































































































































王（King Monghut /在位 1851～68）の時代まで遡ることができる。まず、タイ最古の
博物館であるバンコク国立博物館の前身は、モンクット王の個人コレクションに由来し
ている。今日、博物館を意味するタイ語の「ピピタパン(Phiphitthaphan)」はもともと




図 2 19 世紀後半のインドシナ半島８ 


























5 世王のチュラロンコーン王（King Chulalongkorn /在位 1868～1910）の時代にな


































1916 年に刊行された「ラタナコーシン王朝 2 世王年代記（Phraratchaphongsawadan 


















た 12 年の間、国立ワチラヤーン図書館の主席司書、1927 年からは王立学士会事務局長
を務め、タイ研究の発展に貢献した。こうした業務の傍ら、セデスはラームカムヘーン
王碑文や同時期にモンクット王によって発見されたナコーン・シーチュム碑文（＝リタ
イ王碑文 Inscription of Nagara Jum）に関する研究を行い、1924 年に『スコータイ碑



























1928年にはセデスが『バンコク国立博物館の考古学遺物（ Les collections 
















































































































られていく。1940 年には民主記念塔が、翌 1941 年には戦勝記念塔が建立された。民
主記念塔は 1932 年の人民党による立憲革命を記念したもので、他方、戦勝記念塔は
1940 年フランス領インドシナで起きた紛争で犠牲になったタイ軍の兵士を慰霊するた








1943 年には、「タイ現代美術の父」として知られるお雇い外国人シン・ピーラシ （ーSilpa 




ピブーン政権は、二期目後半の政治的緊張の高かった 1951 年と 1956 年に 2000 を




































1960 年代から 70 年代半ばにかけて、タイ北部と東北部では、これまで見つかってい
なかった先史時代遺跡の発見が相次ぎ、中でもバンチェン遺跡  (Ban Chiang 











1966 年、当時ハーバード大学の学生だったスティーブン・ヤング(Stephen Young) は、
バンチェン村で人類学調査中に、道路工事で表層に露出した土器片を見つけ、科学調査
を目的に土器片を採取した。ヤングの父親はアメリカ大使であり、道路工事もアメリカ




は 61 年に FAD がイサーン地方の視察に来た際も、多くの土器片を目にしていたが、
その重要性に気付くまでには数年の年月を必要とした（Gorman and Pisit 1976：15）。





ネッセンス法による解析の結果、バンチェン遺跡の年代は 4600 BC-3600BC に遡ると
42 
 





律として、1961 年（現行 1992 年に改訂）に「古代記念物、古物、工芸品および国立
博物館に関する法 (Phrarachabạnỵạt boraṇsathan boraṇwạtthu ṣinlpawạtthu læ 

































体の年代は 3600 BC -200 AD（White 1986:125-127）、青銅器時代の開始は 2000 BC 
-1800 BC と結論付けられた（White 2014:362）１７。しかし最近の研究では、埋葬人骨
からの放射性炭素年代測定の結果から最下層を 1600 BC -1450 BC、青銅器時代の開始
を 1025 BC -935 BC とするデータが提示され、金属器の出現年代は大幅に下方修正さ



























誕生が描かれている。リンテルは FAD によって 1960 年から 61 年の間に調査・記録が
行われ、1965 年には、バンコクの古美術商でリンテルの一部が発見・回収されている



















た。4 月 2 日にはパノム・ルン遺跡における 17 年がかりの修復工事終了と国民への公
開を祝うため、シリントーン王女（Princess Sirindhorn）臨席の下、完工式典が行わ














し出たのである。財団と美術館の協議は成功し、1988 年 11 月リンテルはタイへ寄贈さ
























































and Social Development Board 1977:283-284）。その具体的施策には、スコータイ遺
































































タイの NGO は 1970 年代に登場し、工業化による経済発展のひずみからくる社会問
題を解決するため、活動に取り組むこととなった（田中 2005）。さらに、政府の政策転






















5-2 第 8 次国家経済社会開発計画にみる文化の位置づけ 























































































「1997 年憲法（Rattha thammanun haeng ratcha anachak Thai phuttha sakkarat 
song phan ha roi si sip）」は人民のための憲法を言われ、上院議員の民選・下院議員の
小選挙区・比例区併用、下院議員の閣僚兼任禁止、議員の大卒要件を特徴としている。
また、第 78 条において、国家の基本政策として地方分権を定めるとともに、第 9 章「地
方自治」（第 282-第 290 条）で詳細な規定を設けた。1997 年憲法に基づき、制定され
たのが「1999 年地方分権計画および手順規程法（Phrarachabanyat kamnut phaen lae 
khantonkarn kracayamnat hikae ong khokonpokkron sowon thorngthin phuttha 






































を行った清水（2010）によると、クレット島の陶芸産業は 1995 年の洪水と 1997 年の
経済危機に甚大な打撃を受け衰退したが、観光開発の波に乗り、観光客が増加、閉鎖さ
れた工房も再開され、伝統産業が復活したという。筆者はクレット島の伝統産業を見学












































































































































































ラーンナー王朝はマンラーイ王（在位 1261-1311）によって 13 世紀に成立し、ラン
プーンを拠点としていたモン族のハリプンチャイ（767/768-1291）を吸収したことに
よってラーンナー文化の素地が出来上がった。ラーンナー文化はマンラーイ王からティ




図 4 ラーンナー文化圏 




















































































8 の郡、78 の行政区、645 の行政村があり、県の中央を縦断するかたちでヨム川が流れ




なっている（Alpha research 2011）。平均的な世帯収入は 21,796 バーツ２４（2015 年）
である。 
 

































& Nakai 2009）を意味するムラブリも暮らしている２６。 
 
2015 年からバンコク-プレー間は、国内線で飛行機が 1 日 2 便（火曜・水曜を除く）
運航するようになったが、それまでは週 2 日、1 日 1 便のみであった。電車も街の中心
地から遠く離れているため、プレー県へのアクセス手段は主に車となる。プレー県の代
表的な観光資源として、14 世紀にスコータイ王朝のリタイ王によって建てられたと言
い伝えられているプラタート・チョーへー（Wat phrathat chohae 図 6）寺院、ペー・
ムアン・ピー（Pae muang phi 図 7）と呼ばれる奇岩地帯や森林・温泉といった豊か
 
図 8 クム・ジャオ・ルアン 
図 6 プラタート・チョーへー寺院 




































築造年代が AD11 世紀頃であることが確認されている（Patcharawee 2009:186）。 
 





ぎない。その一方で、1973 年から 75 年にタイ全土で実施された航空写真による環濠集












ヘーン王碑文に次いで 2 番目に古い 1339 年とされた（Griswold and Prasert 1979）。
また、グリスウォルドとプラサート・ナ・ナコーンは、石碑にスコータイ文字が散見す
ることから、ラームカムヘーン王碑文との著しい共通性を指摘した。石碑はパーリ語と
タイ語で書かれ、ムアン・トロック・サロップ（Trok salop ）２８とチェ・ングン (Chae 
ngun )を治めていた豪族が寺院への寄進した仏塔とその他の奉納物について記されて
いる。これに対し、歴史家のペンスはワット・バーン・サヌック石碑の作成年代をラー







































チェンマイ年代記（Wyatt & Wichienkeeo 1998:63）には、1340 年ラーンナー王朝
のパヤー・カンフー王（Phaya khamfu）による侵略があったことが記されている。た
だし、この時の侵略は失敗に終わった。その百年後の 1443 年、ムアン・プレーはラー























っている。FAD はタイ全土に 15 か所の地方事務所を持ち、プレー県は第 7 事務所の管
轄下に置かれている。第 7 事務所はプレー県の他に、ナーン県、ランパーン県、パヤオ
県がその責任範囲に含まれている。これに対し、自然・文化景観の保護は自然資源環境




































証するため、2012 年 2 月にプレー県でワークショップを開催した。参加者は、知人を





表 1 ワークショップ参加者の属性 




























表 2 プレー県における在来の知恵 1 






































































































表 3 プレー県における在来の知恵 2 









 儀式３０      
（キン・サラー
ク、 バイ・シー、     
 工芸品 
 地方語     















 民俗音楽   
（楽器、民謡） 


































まず、表 3 が作成された背景について簡単に説明する。表 3 が掲載された報告書は、











プロジェクト参加都市に選ばれたプレー県は、2002 年 8 月から 2004 年 3 月まで「プ
レー県における健康な街づくりのための参加型プロセス構築に関する研究(Study of 
Establishing Participatory Process in Healthy City in Phrae Municipality)」と題さ
れたプロジェクトを実施した。活動の動機として、タイ社会における「中央集権的な行
政システムと経済構造」（Klum Luk Lan Muang Phrae 2005:119）の問題が指摘され、
その結果「市民セクターが育たず、公共の利益追求のため市民が互いに協力し、社会活
動に参加するということがなかった」（Klum Luk Lan Muang Phrae 2005:119）と述
べられている。このような状況を踏まえ、活動の目的は「地域の歴史文化を活用して共





























残から、地域住民は旧市街をムアン・プレ （ーMueang phrae）、ウィアン・プレ （ーWiang 


























































領主の象使いを務めていたカム族３２出身の一族が含まれていた (Srisak & 











いう。その後、1930 年代と 40 年代に地域の有力者によってポン・スナン寺は再建
され、ポン・スナン寺の敷地が共同体の土地として与えられた。現在、ポン・スナ



















し、その後シー・ブン・ルアン寺は長い間荒廃し、1960 年代から 80 年代に再び復


























メー・カム・ミー遺跡（Mae kham mi）は旧市街から北東 15 キロメートルほどの地
点に位置し、所在地はムアン・プレー郡となる。筆者がこの場所を訪れたのは、1973
年に撮影された遺跡の現状確認を行い、遺跡と周辺住民の関係を検証するためである
（図 14 、図 15）。遺跡はメー・カム・ミー川に沿うように建てられており、遺跡を囲








図 14 メー・カム・ミー遺跡と調査範囲 
 
図 15 1973 年撮影のメー・カム・ミー遺跡 












































器 (図 16、No.2,4,5,7,8)、三つ目はカロン緑釉またはパーン陶磁器 (図 16、No.3,6) と







































































































































































2003 年 4 月 3 日発行のバンコク・ビジネス紙（Krungthep thurakit ）に、ムアン・
プレー最後の領主ジャオ・ルアン・ピリヤー・テーパウォンの裏切りに隠された真実に


















































































































































































表 4 被面接者の属性 


























































































































































































LLMP が設立される以前、メンバーの数人は世界保健機構 (World Health 
Organization: WHO）の「健康な街づくり」プロジェクトの一環として資金提供を受
け、2002 年 8 月から 2004 年 3 月まで「プレー県における健康な街づくりのための参
加型プロセス構築に関する研究 (Study of Establishing Participatory Process in 
Healthy City in Phrae Municipality)」と題された活動に参加した。詳細は第 3 章です
でに言及したが、活動は「地域の歴史文化を活用して共同体に活力を与え、健康な街づ
















































































がムアン・プレーの街中にある古民家を表彰する活動「古民家賞（Tung jai ban kao）」 
を企画し、SPAFA の「地域密着型建築遺産保存プロジェクト（Community-based 
































続いて、LLMP と SPAFA はアメリカ大使館の「文化保存に対するアメリカ大使基金
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（US Ambassador’s Fund for Cultural Preservation）」から資金提供を受けることに




たため、2004 年から続いていた LLMP と SPAFA の連携プロジェクトも終了した。 
 
SPAFA 以外にも、LLMP は持続可能な農業を守る会、共同体開発機構（Community 
Organizations Development Institute）、伝統医師グループ、などボランティア団体、
公的セクターを問わず広く連携し、タイ健康促進財団から支援を受けて、「幸福な街プ
レー県」をコンセプトに「ストリート・マーケット（Aeo kad kong kao）」を開催した。
これは 2007 年に行われた同様の活動を復活させたもので、地域の野菜・食材の販売や
文化イベントを通して人々の交流、特に高齢者と若者の交流促進を意図して行われた。
当初、この市は 2010 年 11 月から 2011 年 4 月までの期間に 5 回開催されたが、活動終
























係から、LLMP は 2014 年から 2016 年までブリティッシュ・カウンシルの「新旧交代




さらに、2015 年 2 月にムアン・プレーが国の歴史的町並み保全地区に認定されたため、
今後影響があると考えられる、居住区域における家の建て替えや拡張、観光開発分野に
























た LLMP にコンタクトを取った。そこで、LLMP は「本の家プロジェクト」を通して
親交のあったバンコク FAD スタッフと連絡を取り合い、地域事務所と交渉を行うこと











トーン村コミュニティ考古学プロジェクト（Natong Community Archaeology Project）」



















開する運びとなった。SPAFA と FAD は遺産マネジメントに関するトレーニングを実施
すると同時に、永続的な遺物の保管場所として、また、村の観光資源として博物館を設




















儀礼には 6 人の僧侶を必要としていたが、村には僧侶が 5 人しかいないため、隣村か
ら僧侶を 1 人招待していた。しかしどのような理由からか、当日に隣村の僧侶が遅刻を






















































第 2 節 ウィチャイラチャー・ハウス (Wichairacha House） 
 
次は、独自の取り組みでウィチャイラチャー・ハウスと呼ばれる古民家の保全に取り






















運動」４３において重要な役割を果たした。第二次大戦後の 1946 年 3 月にプリーディー
は首相の座に就任したものの、同年 6 月に 8 世王であるアーナンタマヒドン王の不審死

























FAD に請願書を送るなどの活動を通して、保全のための手段を 20 年間模索している。 
 








を決めた。B 氏はインドの大学で 2 年間を過ごし、大学卒業後タイに帰国した。最初の
仕事は英語力を活かして観光ガイドの仕事に就くものの、毎日同じ説明を繰り返すこと









































それでは、B 氏の活動は文化遺産活動に関わる LLMP のメンバーからはどのように






























られている。K 氏は 75 歳の男性でプレー県出身、ホテル経営者兼ミュージアムの館長
である。K 氏は地域の名士であり、大地主でもあるため、プレー県ではよく知られた存



























































































































































































第 1 節 タイの教育制度概要 
 
タイの教育制度は、基礎教育と高等教育によって構成されている。基礎教育は、日本
の小学校レベルに相当する初等学校 6 年間、中学校レベルの前期中等学校 3 年間、高等
学校レベルの後期中等学校 3 年間となっており、高等教育は短期大学レベルの課程と大
学レベルの課程に分けられる。短期大学の修学年限は 1～4 年で、大学は基本的に 4 年
制となっている。義務教育期間は満 6 歳から 15 歳までの 9 年間で、後期中等教育まで
の 12 年間は無償となっている。2015 年の統計によれば青年識字率は 98.64%、後期中







平田 2001; 平田 2003:6-8; 村田 2007: 220-234)。その結果、1999 年に国家教育法




















に応じた地方カリキュラム４９の割合は 7：3 とされていたが（平田 2003:8）、2008 年
カリキュラムにおける地方カリキュラムの割合は、初等教育では 4％、前期中等教育で


























lekhathikaan saphaakaansuksaa 2017）。 
 
 
第 2 節 カリキュラムのなかの文化遺産 
 
ユネスコが提唱する世界遺産教育とは、世界遺産に対する気づきを促し、遺産の保全

























lekhathikat kansuksa 2003:16-17）を参照し、以下の 9 のカテゴリーを挙げる。 
 




(ウ) 伝統医療  
(エ) 環境と自然資源管理  
(オ) 地域のビジネスおよび、それを運営するための能力と基金  
(カ) 芸術（絵画、音楽、舞踊、彫刻、民俗芸能など） 
(キ) 言語と文学  























































40 コマ、その他の 4 領域が年 80 コマ設けられている。前期中等教育の場合、歴史は年
40 コマ、その他 4 領域は年 120 コマと設定されている。一方、後期中等教育では、3
年間で歴史を 80 コマ、その他 4 領域を 240 コマ学習する。 
 
ここで注目したいのが、歴史に割り当てられる時間の多さである。初等教育では、歴
史が年 40 コマに対して、その他の領域が 1 領域あたり年 20 コマ、前期中等教育では、
歴史が年 40 コマに対して、その他の領域が 1 領域あたり年 30 コマ、後期中等教育で
は、歴史が 3 年で 80 コマに対して、その他の領域が 1 領域あたり 3 年で 60 コマとな
る。つまり、歴史とその他の領域では年 10 コマから 20 コマの差があることになる。
歴史の学習時間の多さは、主要教科であるタイ語、数学、理科と比較をするとより明確
になる。前期中等教育を例に挙げると、タイ語、数学、理科はそれぞれ年 120 コマが
割り当てられているが、社会科は年 160 コマ、そのうち歴史は 40 コマである。 
 
 












ぞれ分類していくと、表 7 のようになる。 
表 6 社会科学習時間（年） 
学習領域 
時間割 
初等教育 前期中等教育 後期中等教育 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10 年～12 年 
社会科（全体） 120 120 120 120 120 120 160 160 160 320 
歴史 40 40 40 40 40 40 40 40 40 80 
宗教・公民・ 
経済・地理 
80 80 80 80 80 80 120 120 120 240 
（出所）Laksut kansuksa 2551 より 2017 年筆者作成 
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プレー県には公立校 16 校、私立校 8 校、仏教系学校 2 校が存在する。公立校の教員
数は全体で 1019 人（2014 年度）、そのうち社会科の教員数は 136 人である。私立校と
仏教系学校の教員数は確実なデータが存在しないため、調査対象からはずした。調査は
文化遺産教育に関する概要把握を目的としていたため、プレー県の各郡から代表的な学





訪問、または郵送で回収した。その結果、有効回答票 104 件（回収率 88％）を得るこ
とができた。調査期間は 2014 年 7 月 5 日から同年 9 月 16 日である。一方、バンコクで
の調査は難航した。2013 年 11 月から起こった反政府派によるデモに端を発し、2014






















表 8 と表 9 はそれぞれの調査地におけるサンプルの性別と年齢である。表をみると教






表 8 プレー県におけるサンプルの性別と年齢 
（単位：人） 
 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 無回答 合計 
男性 5 8 6 21 0 1 41 
女性 12 3 9 35 2 2 63 
無回答 0 0 0 0 0 0 0 




表 9 バンコクにおけるサンプルの性別と年齢 
（単位：人） 
 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 無回答 合計 
男性 15 6 7 10 0 2 40 
女性 23 16 20 44 3 0 106 
無回答 0 0 0 0 0 0 0 




























表 11 文化遺産について教えない理由 
（単位：％） 
理由 プレー県 バンコク 
担当教科との関連性がない 60 68 
その他 23 8 
時間が不足 13 10 
カリキュラムとの適合性 10 14 
表 10 文化遺産について教えますか？  
（単位：％） 
 はい いいえ 無回答 N 
プレー県 62 36 1 104 




知識/情報不足 7 10 
教材が不足 7 8 
試験に必要ない 5 4 
学校の教育方針 2 2 
教員の負担が大きい 2 0 
教える理由がない 0 4 






る。文化遺産について教える比率が最も高いのは 50 代の教員で、特にプレー県では 50
代の教員の約半数がかかわっていた。カイ二乗検定の結果も回答者の年齢層と文化遺産
教育との相関関係を示している（p = 0.000）。これは、文化遺産を教えるには、知識と





表 12 年齢と文化遺産教育との関係 
（単位：％） 
 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 無回答 N 
プレー県 12 12 20 47 3 4 64 
(chi-square=47.148, df=5, p=0.000)  
バンコク 27 15 16 39 2 1 98 




















はい 86 14 64 
いいえ 38 62 39 
N 70 33 103 
(chi-square=25.085, df=1, p=0.000) 




はい 88 12 98 
いいえ 43 57 47 
N 106 39 145 
(chi-square=33.009, df=1, p=0.000) 








のの、おおよそ 25％ずつとなっている。歴史は、中等教育において 1 年間 40 時間と決

















表 14 歴史科目におけるトピック別の比率 
（単位：%） 
 タイ史 東南アジア史 世界史 
プレー県 53 21 25 
N 49 20 23 
 
バンコク 47 31 21 























































地域史 47(30） 6(6)  
地域の文化/社会・生活様式 41(26) 17(17) 
信仰・儀式・慣習 16(10) 1(1) 
伝統工芸品（体験活動を含む） 8(5) 8(8) 
現地語 8(5) 1(1) 
建築（寺院・木造建造物など） 6(4) 7(7) 




食 5(3) 8(8) 
タイ各地の知恵・知恵全般に関する知識 5(3) 46(45) 
生業・産業 3(2) 5(5) 
伝統医療 3(2) 1(1) 
芸術（音楽・演劇・舞踊など） 3 (2) 6(6) 
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世界/東南アジアにおける在来の知恵 3(2) 6(6) 
タイ史一般 3(2) 7(7) 
民話・伝説・文学 2(1) 0(0) 
社会的責任・協調,・マナー 2(1) 1(1) 
足るを知る経済 2(1) 5(5) 
























































学内にラーニングセンターを設立する 3(2) 5(5) 
教材・情報を増やす 3(2) 2(2) 























教員研修の機会を増やす 1(1) 0(0) 
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N 75 108 







































表 17 授業に必要な情報の集め方 
（単位：％） 
方法 プレー県 バンコク 
インターネット 91 93  
本・雑誌・新聞などの出版物 92  86  
教員研修・セミナーに参加する 71  53  
教員用のガイドブック 68  43  
専門家からアドバイスを受ける 47  37  
博物館に行く 45  46  
教育テレビ 40  44  
経験のある教員に尋ねる 22  28  
特に何もしない 0  0  
その他 8  7  













































実際の現場・歴史的な場所・博物館 38(32) 16(19) 
写真 13(11) 11(13) 
本・雑誌・新聞などの出版物 19(16) 5(6) 
ICT の活用 10(8) 11(13) 
手で触れる実際のもの・模型 11(9) 6(7) 




専門家を活用する 0(0) 6(7) 
CAI の活用 2(2) 3(3) 
ワークシート 0(0) 3(4) 
ゲーム 0(0) 3(3) 
教員研修・セミナー 2(2) 0(0) 



























































































第 1 節 文化遺産が内包する価値観 
 
以下に紹介するのは、筆者がプレー県の各郡とバンコク教育エリア 1５８で実施した半
構造化面接における社会科教員の発言である。実施期間は、プレー県が 2012 年 11 月
から 2013 年 3 月、バンコクでは 2014 年 2 月から 3 月である。調査対象は、授業観察
を行った教員計 54 人（表 19、表 20）である。 
 
 
表 19 プレー県における被面接者の性別と年齢   
（単位：人） 
 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 合計 
男性 0 0 1 6 0 7 
女性 1 1 2 8 1 13 




表 20 バンコクにおける被面接者の性別と年齢 
（単位：人） 
 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 合計 
男性 8 3 2 2 0 15 
女性 3 3 0 12 1 19 
































れた条件である、学士号の取得、1 学期間（16 週）の教育実習、18 単位の教職専門科






































博士課程に進んだ教員も見られた。その内訳は、バンコクが 4 人（20 代 1 人、40 代 1















































表 21 バンコクで教える教員の出身地  
（単位：人） 
バンコク 中部 東北部 北部 不明 







































































































































































































































プレー県 1 人）を挙げる教員もいた。 
 


















































































































































































































⑬調査結果の不適切な使用、の 7 点が挙げられる。 
 





次に多く挙げられたのが⑧の「文化の盗用」（バンコク 2 人、プレー県 2 人）である。
ただし、プレー県では、「秘密が盗まれる」という表現で言い表されていた。この回答
















































性別、などの枠組みにあてはめながら、現在でも議論の的となっている（cf. 上野 2000; 

































































































































































































































































図 25 SECI モデル 







































2-3 ワークショップ 2013 ＆ 2014 
ワークショップは、主に教員を対象として、2013 年から 2014 年にかけて計 8 回実
156 
 
施された（表 32 、表 33、表 35、巻末資料③）。協力者は、プレー県で文化遺産活動に
関わる人物や団体、または、県内で活動に適した専門性を持つ人物がいない場合は、県


















表 32 ワークショップ日程 
 日時 テーマ 場所 
第 1 回 2013 年 7 月 4 日（木） 





第 2 回 2013 年 7 月 5 日（金） 







第 3 回 2013 年 7 月 6 日（土） 





第 4 回 2013 年 7 月 7 日（日） 





第 5 回 2013 年 7 月 25 日（木） 
8 時～15 時 
成果発表と評価 パラドン・ホテル 
第 6 回 2014 年 9 月 14 日（木） 
9 時～13 時 
プレ・ワークショップ 中等教育サービスエリア 37 オフィス 
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第 7 回 2014 年 11 月 15 日（土） 




第 8 回 2014 年 11 月 16 日（日） 





表 33 ワークショップ 2013 参加者 
学校名 人数 
ティンオーパット・ウィッタヤー中等学校 2 人（男性 1 人/女性 1 人） 
ムワンカイ・ピッタヤーコム中等学校 2 人（女性 2 人） 
スーンメーン・チャヌパッタム中等学校 3 人（男性 1 人/女性 2 人） 
ローンクワーン・アヌッソン中等学校 2 人（男性 1 人/女性 1 人） 
ウィライキアット・アウパッタム中等学校 3 人（男性 1 人/女性 2 人） 
ソーン・ピッタヤーコム中等学校 3 人（女性 3 人） 
バーンラオ初等中等学校 1 人（男性 1 人） 
ワンチン・ウィッタヤー中等学校 2 名（女性 2 人） 
 
 
表 34 ワークショップ 2013 協力者  
所属機関 人数 
ルーク・ラン・ムアン・プレー（LLMP） 4 人（男性 1 人/女性 1 人） 
東南アジア地域考古学・芸術センター（SPAFA） 4 人（男性 2 人/女性 2 人） 
国立ディスカバリー・ミュージアム・インスティテュート 
(NDMI） 
2 人（女性 2 人） 
メージョー大学プレー（Maejoe University Phrae） 1 人（女性 1 人） 
 
 
表 35 ワークショップ 2014 参加者 
所属機関/職業 人数 
ピリヤライ中等学校 3 人（男性 1 人/女性 2 人） 
ワンチン・ウィッタヤー中等学校 2 人（男性 2 人） 
ウィライキアット・アウパッタム中等学校 2 人（男性 1 人/女性 1 人） 
ウィライキアット・アウパッタム中等学校（生徒） 6 人（男子 3 人/女子 3 人） 
ムワンカイ・ピッタヤーコム中等学校 3 人（女性 3 人） 
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ティンオーパット・ウィッタヤー中等学校 1 人（男性 1 人） 
ウィアンテープ・ウィッタヤー中等学校 3 人（男性 1 人/女性 2 人） 
スーンメーン・チャヌパッタム中等学校 1 人（女性 1 人） 
スーンメーン・チャヌパッタム中等学校（生徒） 10 人（男子 2 人/女子 8 人） 
ローン・ウィッタヤー中等学校 2 人（男性 2 人） 
スーンメーン郡バーンポン区文化評議会 1 人（男性 1 人） 
アマチュア考古学者 1 人（男性 1 人） 
 
 
表 36 ワークショップ 2014 協力者 
所属機関 人数 
ルーク・ラン・ムアン・プレー（LLMP） 2 人（男性 2 人） 
マハサラカム大学（Mahasarakham University ） 4 人（男性 1 人/女性 3 人） 
 
 










日程の問題以外にもそうした要因からか、ワークショップ 5 回目の成果発表では 1












































アウパッタム中等学校の教員 1 名、ワンチン・ウィッタヤー中等学校の教員 1 名、LLMP








































































 ワークショップが終わった後も、こうした活動は LLMP と共働で継続するべきだ。 


















































クです。1. 地域史：例えば、第 2 次世界大戦中下のデンチャイ郡、デンチャ































































































プレゼン④に対する質問 3（教員 B）: 文化遺産についてどう思いますか？ 
 























表 38 ディスカッションの成果 
課題 具体的な内容 解決策 















b. 乾季の 11 月～1 月の間に活動を行う 

















































（出所）2017 年筆者作成  
 
 

































































































政治・経済・教育  文化財行政関連 
1833  ラームカムヘーン王碑文の発見 
1851 モンクット王即位  
1868 チュラロンコーン王即位  





1904 メコン川右岸をフランスへ「割譲」  
1907 カンボジア北西部をフランスへ「割譲」 考古学クラブの設置 
1910 ワチラーウット王即位 ダムロン親王政界引退 
1911  芸術と文化財保護を目的とした FAD
の設置 
1912  王立学士会の設置 
1917 第 1 次世界大戦に参戦  








1927  セデスが王立学士会事務局長に就任 
1932 立憲革命  





1938 ピブーン内閣成立  










1943  シラパコーン大学開校 
















1952 反共法の復活  




































内閣成立（10 月）、第 4 次国家経済社
会発展計画（10 月） 
SPAFA バンコクオフィスの設置 
1979  国家文化委員会の設置 
1980 プレーム内閣成立（3 月）  
1987  世界遺産条約の批准 





1992 5 月の暴挙、チュアン内閣成立（9 月） バンチェン遺跡の世界遺産登録 
1995 バンハーン内閣成立（7 月）  
1996 チャバリット内閣成立（11 月）、第 8
次国家経済社会開発計画（10 月） 
 
1997 アジア通貨危機（7 月）、1997 憲法成立
（9 月）、チュアン内閣成立（11 月） 
 
1999 国家教育法の制定（8 月）  
2001 タクシン内閣成立（2 月）、2001 年基礎
教育カリキュラム作成 
 
2003 2001 年基礎教育カリキュラム開始  






















































































a. 知識/情報不足 b. 時間が不足 c. 担当教科との関連性がない d. カリキュラムとの
適合性 e. 学校の教育方針 f. 試験に必要ない g. 教材が不足 h. 教える理由がない  
i. 教員の負担が大きい j. その他（自由記述） 
 
6. あなたは授業で歴史科目を教えていますか？ 
a. はい b. いいえ 
 








a. 本・雑誌・新聞などの出版  b. 教員用のガイドブック  c. インターネット      
d. 教育テレビ    e. 博物館に行く   f. 教員研修・セミナーに参加する        













































表③-1 第 1 回：藍染 
時間 活動 
8 時 パラドン・ホテルのロビーに集合し、その後、ケワナ・ナチュラル・インディゴ工房
（Kaewwanna Natural Indigo）に移動  






12 時-13 時 昼休憩 
13 時-14 時 藍染め体験 
14 時 
-14 時 15 分 
小休憩 




表③-2 第 2 回：歴史的建造物 
時間 活動 
8 時 パラドン・ホテルのロビーに集合し、その後、ジンジャーブレッド・ハウス・ギャラ
リー(Gingerbread House Gallery）に移動  
9 時-10 時 30 分 歴史的建造物に関する講義 






10 時 45 分-11時 15
分 
建造物と都市化における信仰（メージョー大学プレー講師ジュンジラ・ヌンタ氏） 
11 時 15 分-12 時 プレー県における歴史的建造物の過去・現在・未来（LLMP 建築家シナウォン・チョ
ンプーパン氏） 
12 時-13 時 昼休憩 
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13 時-15 時 3 グループに分かれ、ムアン・プレー市内の古民家を訪問し、住人と対話を行う 
15 時 
-15 時 15 分 
小休憩 
15 時 15 分-16 時 訪問した古民家に関する報告と意見交換 
（出所）2017 年筆者作成  
 
 
表③-3 第 3 回：考古学 
時間 活動 
8 時 パラドン・ホテルのロビーに集合  
8 時 30 分-10 時 45
分 
プレゼンテーション開始 





10 時 45 分-11 時 小休憩 
11 時-12 時 ナトーン村におけるコミュニティ考古学（SPAFA 考古学者トゥンプラワット・パッ
チャラウィー氏） 
12 時-13 時 昼休憩 
13 時-14 時 ナトーン村へ移動 
14 時-15 時 30 分 洞窟遺跡と地域博物館訪問 
15 時 30 分-16 時 ナトーン村で栽培されたコーヒー豆の試飲 
16 時-17 時 パラドン・ホテルへ移動後、解散 
（出所）2017 年筆者作成  
 
 
表③-4 第 4 回：博物館見学のためのワークシート作成 
時間 活動 
8 時 パラドン・ホテルのロビーに集合  












10 時 45 分-12 時 ワークシート・デザインの方法 
12 時-13 時 昼休憩 




14 時 30 分-15 時 パラドン・ホテルへ移動後、休憩 
15 時-16 時 ワークシートの作成と発表 
（出所）2017 年筆者作成  
 
 
表③-5 第 5 回：成果発表 
時間 活動 
8 時 30 分 パラドン・ホテルのロビーに集合  
8 時 30 分-11 時 30
分 
これまでのワークショップで得た知識・体験を活かした授業案の発表 
11 時 30分-12時 30
分 
昼休憩 
12 時 30 分-15 時 これまでのワークショップで得た知識・体験を活かした授業案の発表 
（出所）2017 年筆者作成  
 
 
表③-6 第 6 回：プレ・ワークショップ 
時間 活動 
9 時-10 時 プレ・ワークショップの趣旨説明後、自己紹介と各自の関心領域 
10 時-10 時 30 分 関心テーマを挙げ、テーマごとに議論を行う 
10 時 30 分-11 時 議論で出たアイディアを要約し、全員で共有 
11 時-12 時 次回のワークショップにおける内容と方法論の決定 
12 時-13 時 昼食後、解散 






表③-7 第 7 回：文化遺産知識の交換 
時間 活動 
9 時-9 時 10 分 ワークショップの趣旨説明、参加者による自己紹介 
9時 10分-9時 50分 参加者による授業案の発表① 









10 時 25 分-11時 05
分 
生徒による発表④ 










（出所）2017 年筆者作成  
 
 
表③-8 第 8 回：ストーリー・テリング 
時間 活動 
9 時-9 時 15 分 トサ氏（講師）の自己紹介、謎かけ「夢を叶える王様」によるアイスブレイク 
9時 15分-9時 45分 導入「ストーリー・テリングとは？」「ストーリー・テリングの種類」 
 



















13 時 30 分-14 時 ストーリー・テリングを披露する際の重要なポイント、語り手の種類などの説明。 
14 時-14 時 15 分 小休憩 
14 時 15 分-15 時 教員と生徒に分かれて再びグループワーク。収集したストーリーを基に、パフォーマ
ンス用に書き起こす。 
15 時-16 時 成果発表 






























                                                   















定し、翌 7 月には登録が認められたことから国境紛争は深刻化した。同年 10 月には初
めての銃撃戦が起こり、その後、死傷者を出す武力衝突へと発展した。衝突は 2011 年
まで断続的に続き、紛争の長期化を受けて、2011 年 2 月にユネスコの事務局長である
イリーナ・ボコバが声明を発表し、解決のための二国間協議を提案した。7 月には国際
司法裁判所がタイとカンボジア両国に対して、プレア・ヴィヒア寺院とその周辺地域の
約 7 キロメートルと国境沿い 4 キロメートルを非武装地帯として両軍の撤退を命じ、紛
争は終結した。 
 












６ 2017 年 4 月現在の内訳は、幼稚園 24 校、小学校 524 校、中学校 255 校、高校 147
校、一貫校等 64 校、大学 6 校、高等専門学校 1 校、特別支援学校 9 校、その他 14 校、
となっている。現在は世界最多となる加盟校が登録されているが、11 年前にはわずか







                                                                                                                                                     












 Cœdès G, “Vararāj Vamsāvatara :The history of Siam from A D. 1350-1809, 
according to the version of Somdet Phra Paramanujït, with the corrections of 
King Mongkut, and a preface by Prince Damrong on the sources of the Siamese 
history”. BEFEO 13(7), pp.7-8, 1913.  
 
 Cœdès G, “Documents sur la dynastie de Sukhtaya”. BEFEO 17(2), pp. 1-47, 




phra phutthachedi）』へ題名が変更された（日向 2013:65）。 
 



































れを契機として 1977 年に東南アジア考古学会が発足した。 
 
















２１ 1991 年 2 月に軍部がクーデターを起こし、スチンダー陸軍司令官（Suchinda 
Kraprayoon）を指導者とする国家秩序維持団が一時的に権力を掌握、その後外交官出
身のアーナン・パンヤーラチュン（Anand Panyarachun: 在任 1991-92）を首相に任












２２ 1 バーツ＝3.37 円（2017 年 9 月現在）で計算すると約 67,600 円。 
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２４ 1 バーツ=3.37 円（2017 年 9 月現在）で計算すると、約 73,452 円。 
 
２５ 人口の推移は、2013 年 456,074 人; 2012 年 457,607 人; 2011 年 458,750 人; 2010
年 460,756 人、となっている。 
 



































                                                                                                                                                     

















３９ SEAMEO-SPAFA, Houses that Speak to Us: Community-Based Architectural 
Heritage Preservation in Phrae. 2011.  
 






４１ 2017 年になって博物館建設に向けての動きが再び見られるようになり、SPAFA の

















受けるものとする」（憲法第 5 条） 
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ぞれ異なる。例えば、筆者が調査を行ったプレー県内の S 中等学校では、5 の大学と協
力して学習とキャリア教育を融合させたカリキュラムを提供している。具体的には、4








算した数値に基づく。なお、初等教育では年 40 時間まで、前期中等教育では年 200 時
間まで、後期中等教育では 3 年間で少なくとも 1600 時間以上を充てることができる。 
 





7 年生：タイ史 73％、東南アジア史（27％） 
8 年生：タイ史 67%、アジア史（33％） 
9 年生：タイ史 62%、世界史（38％） 
 
５３ 注 20 を参照のこと。 
 
５４ バンコクは教育サービスを受ける地区を首都バンコクとその周辺地域に分け、それ
ぞれエリア１とエリア 2 と呼んでいる。現在、エリア 1 には 50 の行政区が含まれる。 
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12 歳、15 歳、18 歳を対象としている。 
 
５８ 注 52 を参照のこと。 
 







































（Pitchaya 2013; Adun 2013a; Adun 2013b; Adun 2013c; Adun 2013d; Prayuth 













６８ 注 20 を参照のこと。 
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